
                                   
 

                       

「市長と語ろう未来の太宰府・ふれあい懇談会」(会議録) 

 

□ 行政区 湯の谷区 

 

□ 日 時 平成 22 年 4 月 22 日(木)  19:00～20:41 

 

□ 場 所 湯の谷公民館 

 

□ 出席者 (市 民)  33 人   

(執行部)  13 人 

井上市長、平島副市長、關教育長、木村総務部長、

三笠協働のまち推進担当部長、和田健康福祉部長、

齋藤建設経済部長、宮原上下水道部長併会計管理者、

山田教育部長 

(事務局)  今泉経営企画課長、安恒広聴広報係長、諌山協働の

まち推進課長、藤田地域コミュニティ推進係長 

 

□ 会議内容 （進行：今泉経営企画課長） 

 

1   開会あいさつ（経営企画課長）    19:00～ 

 

2   区自治会長あいさつ（区自治会長）    19:02～ 

 

3   市長あいさつ（市長）     19:04～ 

 

4   市職員自己紹介（経営企画課長）    19:09～ 

 

5  「協働のまちづくり」について(協働のまち推進担当部長） 19:14～ 

 
6  「懇談」質疑・意見交換（経営企画課長）   19:27～ 

  （別紙） 

7   閉会あいさつ（副市長）     20:39～20:41 

 発言の主旨 回答 



                                   
 

                       

意見１ 市職員の電話受理の際、課名のみで

職員名を言わない。再度、同じ用件で

電話をかける際、誰か判らず時間がか

かり困ってしまった。個人名を名のる

ことは責任を持つことになる。職員の

指導をお願いしたい。 

（市長） 
氏名を名のることは当然のことで

す。明日からでも職員に徹底します。 

意見２ ふれあい懇談会にて各自治会から出

た要望・意見の内容と処理結果を公表

してほしい。 

（市長） 
 提案いただいた事項については、現

地を確認し、即時にできるものは対応

し、工事が必要なものについては、関

係者などと協議し、改善を図りたいと

考えます。 
 公表については、市のホームページ

「市長のまにまに日記」の中で２～３

日の内には質問内容を掲載していま

す。正式には文書整理し、ホームペー

ジに掲載します。 
 

意見３ 観世音寺の県道沿いに案内板を設置

していただきたい。日本語だけでなく

外国語も必要。頭に「史跡」の文字を

入れて表示すれば見る人の見方が変わ

る。 
 戒壇院には案内板はあるが、「史跡」

の文字がなく、塗装がはげている。外

国語案内板も必要。県道の歩道から戒

壇院への小路は未舗装で窪みがあり水

たまりができ、転倒の原因となってい

る。史跡地にふさわしい材料で固めて

みてはどうか。 
 大宰府跡にも県道沿いに大型案内板

を設置してはどうか。「特別史跡」の表

示も。外国語の案内板も必要。 
 まるごと博物館構想はあるが、まだ

まだ観光整備は不十分であり、さらな

る整備が必要だと思います。 

（市長） 
 歴史風致計画が採択されれば、ご提

案いただいた案内板を含めての整備が

可能と考えています。特に史跡地の整

備については、文化庁と協議をしなが

ら計画していく必要があります 
  



                                   
 

                       

意見４ 以前は小鳥居小路へ買い物に行って

いたが、今は五条になり、そこまでの

道が高齢者にはやさしくない。道幅も

狭くデコボコし歩道もない。踏切も狭

く安心して渡れない。まほろば号を通

してほしい。 
 

（市長） 
 バリアフリーの観点から随時点検し

ていますが十分ではないと感じていま

す。また、外出支援ということも含め

てまほろば号を通していますが、道路

状況に応じた小型車両の検討も行って

います。 
 歩道整備につきましても、できると

ころからという観点から五条口線の用

地買収予算を 22 年度に計上していま
す。 

意見５ 
 

自治会組織となり自治会長の役割も

大きく、会長を支える役員や配偶者な

ど内助の功が大切だと思います。そう

いった人材を育成することも行政とし

て必要ではないか。 

（市長） 
さまざまな講座が開催されていますの

で、それを利用されてもいいと思いま

すし、機会があれば市長との懇談会や

昼食会を開催することも可能です。 
 

意見６ 国博ができて学園通りの交通量が増

加した。車両の大型化に伴い離合でき

ない狭いところがある。側溝に蓋がな

いところもある。 

（市長） 
 狭隘な部分があることは理解してい

ますが、家屋が立ちこんでいる中、拡

幅するためには周到な計画が必要と思

っています。将来的には高雄地区へと

迂回させる道路を計画中です。 
 

公民館で、ふれあいサロンを開催し、

互いに助け合える小さな輪を広げてい

きたいと考えています。住民のみなさ

んご協力お願いします。 

（市長） 
 ひまわり会のサロンは地域の中では

とても大切なことと思っています。高

齢者の方が外出できるような仕掛けを

造っていきたいと考えています。 

意見７ 

国博の展示内容によっては、大渋滞

が生じる。救急車や消防車などは来る

ことができるのか。 

（市長） 
 阿修羅展の際の渋滞はたいへんなも

のでした。緊急車両の乗り入れについ

ては、筑紫野太宰府消防本部で常に研

究しており、状況に応じた対策を講じ

ていますので大丈夫です。 



                                   
 

                       

 公園の下に防火水槽があると表示さ

れているが、その深さや強度はどうな

っているのか。子どもが走り回ってい

るが大丈夫か。 

（市長） 
 基本的に大丈夫とは思いますが、追

って規格・強度について報告させます。

岩屋城跡の開発は、大きな木を切っ

てしまい残念。自然林を残してほしい。

（市長） 
登り口を整備し、高齢者も登れるよ

うにしました。木の伐採も枯れるよう

な切り方はせず、また芽吹くように切

って、展望をできるようになりました。

 

意見８ 

九州歴史資料館もつつじの花壇がコ

ンクリート壁に変わった。 
（市長） 
県の施設である歴史資料館は、小郡

市への移転が決まっています。その後

の計画としては国博用駐車場になると

聞いていましたが、取り壊しが凍結さ

れ現在に至っております。おそらく取

り壊しに向けた計画の中でつつじが取

り除かれたのではないかと思います。 
 

コミュニティ無線が、地域の２割ぐ

らい聞こえないところがある。 
（市長） 
 無線は、まちづくりの中で大いに活

用していただきたい。聞こえない区域

については、増強計画の中で補強して

いく考えです。 
 

意見９ 

防犯灯について、地域で維持管理し

ていくには無理があり、市で行ってほ

しい。通り抜け車両が多い。 

（市長） 
 幹線道路の街路灯は市が、自治会内

の生活道路の防犯灯は自治会に管理し

ていただいている状況です。自治会へ

の地域運営補助金がありますが、将来

的にはもっと拡大できるように考えて

います。地域でできることは地域でお

願いし、できないことは市が行い、共

に協力し合いながらまちづくりを進め

ていきたいと考えています。 
 



                                   
 

                       

 

意見 10 景観に配慮して、電柱の地中化を進

めて欲しい。 
（市長） 
 電線の地中化は大変費用がかかりま

す。市単独で行ったのは参道整備です。

政庁跡前は、電線をよけて景観に配慮

しています。提案いただいた電線の地

中化は道路づくり・景観づくりの中で

考えさせていただきます。 


